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内務省蚕業試験掛を設置

農商務省蚕病試験場と改称

同・蚕業試験場と改称

同・仮試験場蚕事部と改称

同・蚕業試験場と改称

同・蚕業講習所と改称

 同・東京蚕業講習所と改称
京都蚕業講習所の設置

 同・原蚕種製造所の設置
本所…東京（高円寺）支所…綾部・前橋・福島
 
 松本支所の設置

一宮・熊本支所の設置

同・蚕業試験場と改称
【職員数：82 名（技師 20、技手 48、書記 14）】
 

農商務省を分割し農林省の設置

農林省本省に蚕糸局の創設

小渕沢・沖縄飼育所の設置

蚕業試験場管制の改正
明石・宮崎支場、新庄・飯坂出張所、台湾飼育所の
設置

横浜・長崎・箱館開港

官営富岡製糸場の開設

岡倉に片倉製糸の前身「垣外製糸」が設立

「高山社」設立

富岡製糸場を三井に払下げ

日清戦争勃発～1895 年

生糸検査所法成立
横浜生糸検査所の開設

外山亀太郎氏による一代雑種利用の提唱
日露戦争勃発～1905 年
  日本の生糸生産高が世界１位になる。同時に世界
一の生糸輸出国となり、以後30年間世界一を維持
 
蚕糸業法の制定

 

一代雑種の蚕種配布開始
第一次世界大戦勃発～1918 年

日本でレーヨンの生産開始

 

原蚕種管理法の公布
1859年よりこの年まで、およそ75年間にわ
たり、日本の輸出品の第１位は生糸
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すぎなみ学倶楽部 歴史　証言集「杉並の養蚕と蚕糸試験場」
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農林省蚕糸試験場と改称
一宮桑園を廃止、武豊支場を設置

　
 沖縄・台湾飼育所を廃止

指導部を設置

四国飼育所、岡谷製糸試験所、小千谷桑園を設置

山川飼育所設置

山川飼育所屋久島分場設置
【職員数：949 名】

機構整備
絹繊維部新設
４支場に栽桑、養蚕、蚕品種改良、土壌肥料、
及び病理の各研究室の設置
前橋・武豊・明石支場、四国・山川飼育所の廃止

【職員数：855 名】

　

小淵沢原蚕種試験所の廃止
蚕品種保存、人工飼料育、農薬残留の３研
究室新設
蚕糸園芸局の廃止、農蚕園芸局の設置
　

農林水産省の設置

　農林水産省蚕糸試験場をつくばに置く
【職員数：559 名】

蚕糸試験場組織再編
３支場の廃止・移管　
本場組織の再編など
【職員数：261 名】

同・蚕糸・昆虫農業技術研究所を設置
（蚕糸試験場を母体に設置）
【職員数：220 名】
　

独立行政法人・農業生物資源研究所を設置
（蚕糸・昆虫農業技術研究所は合併統合され、
蚕の文字が消える）

蚕糸試験場創立 100 周年記念OB会

米国デュポン社がナイロンを発表

第二次世界大戦勃発

第二次世界大戦敗戦終結

生糸輸出の再開（横浜）
蚕糸業復興５か年計画策定

蚕業技術指導所の設置

第７次国際養蚕会議、及び第１回国際絹会
議がフランスで開催

自動繰糸機の完成

国民所得倍増計画策定

和装ブームで生糸の輸入量が拡大、輸出量
を上回る

生糸国内消費量が増え、輸入量増大

 

片倉工業 ( 株 ) 富岡製糸工場閉鎖

 

「蚕糸業法」及び「製糸業法」の廃止
（蚕糸業を支える基本法の廃止）

東日本大震災発生（３月１１日）
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内務省蚕業試験掛を設置

農商務省蚕病試験場と改称

同・蚕業試験場と改称

同・仮試験場蚕事部と改称

同・蚕業試験場と改称

同・蚕業講習所と改称

 同・東京蚕業講習所と改称
京都蚕業講習所の設置

 同・原蚕種製造所の設置
本所…東京（高円寺）支所…綾部・前橋・福島
 
 松本支所の設置

一宮・熊本支所の設置

同・蚕業試験場と改称
【職員数：82 名（技師 20、技手 48、書記 14）】
 

農商務省を分割し農林省の設置

農林省本省に蚕糸局の創設

小渕沢・沖縄飼育所の設置

蚕業試験場管制の改正
明石・宮崎支場、新庄・飯坂出張所、台湾飼育所の
設置

横浜・長崎・箱館開港

官営富岡製糸場の開設

岡倉に片倉製糸の前身「垣外製糸」が設立

「高山社」設立

富岡製糸場を三井に払下げ

日清戦争勃発～1895 年

生糸検査所法成立
横浜生糸検査所の開設

外山亀太郎氏による一代雑種利用の提唱
日露戦争勃発～1905 年
  日本の生糸生産高が世界１位になる。同時に世界
一の生糸輸出国となり、以後30年間世界一を維持
 
蚕糸業法の制定

 

一代雑種の蚕種配布開始
第一次世界大戦勃発～1918 年

日本でレーヨンの生産開始

 

原蚕種管理法の公布
1859年よりこの年まで、およそ75年間にわ
たり、日本の輸出品の第１位は生糸
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農林省蚕糸試験場と改称
一宮桑園を廃止、武豊支場を設置

　
 沖縄・台湾飼育所を廃止

指導部を設置

四国飼育所、岡谷製糸試験所、小千谷桑園を設置

山川飼育所設置

山川飼育所屋久島分場設置
【職員数：949 名】

機構整備
絹繊維部新設
４支場に栽桑、養蚕、蚕品種改良、土壌肥料、
及び病理の各研究室の設置
前橋・武豊・明石支場、四国・山川飼育所の廃止

【職員数：855 名】

　

小淵沢原蚕種試験所の廃止
蚕品種保存、人工飼料育、農薬残留の３研
究室新設
蚕糸園芸局の廃止、農蚕園芸局の設置
　

農林水産省の設置

　農林水産省蚕糸試験場をつくばに置く
【職員数：559 名】

蚕糸試験場組織再編
３支場の廃止・移管　
本場組織の再編など
【職員数：261 名】

同・蚕糸・昆虫農業技術研究所を設置
（蚕糸試験場を母体に設置）
【職員数：220 名】
　

独立行政法人・農業生物資源研究所を設置
（蚕糸・昆虫農業技術研究所は合併統合され、
蚕の文字が消える）

蚕糸試験場創立 100 周年記念OB会

米国デュポン社がナイロンを発表

第二次世界大戦勃発

第二次世界大戦敗戦終結

生糸輸出の再開（横浜）
蚕糸業復興５か年計画策定

蚕業技術指導所の設置

第７次国際養蚕会議、及び第１回国際絹会
議がフランスで開催

自動繰糸機の完成

国民所得倍増計画策定

和装ブームで生糸の輸入量が拡大、輸出量
を上回る

生糸国内消費量が増え、輸入量増大

 

片倉工業 ( 株 ) 富岡製糸工場閉鎖

 

「蚕糸業法」及び「製糸業法」の廃止
（蚕糸業を支える基本法の廃止）

東日本大震災発生（３月１１日）
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